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ス
ロ
ヴ

ア
キ
ア
と

ス
ロ
ヴ

ァ
キ
ア
の
日
本
学
科

に

つ
い
て

エ
ヴ
ァ

。
ル
カ
ー
チ
ョ
ヴ
ァ
ー

一

最
近
ま
で
は
、
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
と
い
う
国
は
世
界
中
で
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
日
本
で
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
は
特
に
驚
く
べ

き
こ
と
で
は
な
い
。
上日
か
ら
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は
大
き
な
国
の

一
部
分
で

あ
り
、
政
治
的
に
も
そ
う
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
独
立
国
と
し
て
は
ま
だ

若
い
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は
、
古
い
国
だ
が
、
歴
史
的
に
は
い
つ
も
他
の

国
の
歴
史
に
隠
れ
て
い
た
。

そ
の
昔
、
こ
の
地
域
は
、
と
て
も
い
い
自
然
環
境
だ
っ
た
の
で
、
早

く
か
ら
人
が
住
み
つ
い
た
。
ス
ラ
ブ
民
族
が
、
カ
ル
パ
チ
ア
の
谷
に
来

た
の
は
五
世
紀
と
六
世
紀
に
か
け
て
だ
っ
た
。
八
世
紀
の
終
わ
り
頃
、

ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
の
地
域
に
二
つ
の
領
地
が
あ
っ
た
。
人

一
三
年
か
ら
八

三
三
年
に
か
け
て
、
そ
れ
ら
は
統
合
さ
れ
て
、
大
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
帝
国
と

し
て
誕
生
し
た
。
八
六
三
年
に
大
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
帝
国
の
君
主
は
、
ビ
ザ

ン
チ
ン
よ
り
聖
キ
ュ
リ
ロ
ス
と
メ
ソ
ジ
ウ
ス
と
い
う
伝
道
者
を
招
待
し

た
。
そ
の
二
人
は
ス
ラ
ブ
文
字
を
草
案
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
し
た
。

彼
ら
の
影
響
で
古
代
ス
ラ
ブ
語
は
、
一Ｚ
ア
ン
語
や
ギ
リ
シ
ャ
語
に
匹
敵

す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
一
〇
世
紀
の
初
め
頃
、
大
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
帝
国
は

滅
び
、
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
は
初
期
の
封
建
制
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

一
部
に
な
っ

た
。
そ
の
あ
と
の
何
百
年
間
は
、
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
は
色
々
な
困
難
に
耐

え
た
。
一
時
的
に
開
放
さ
れ
た
の
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
の
あ
と
だ
っ

た
。　
一
九

一
人
年
に
チ
エ
コ
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
共
和
国
が
生
ま
れ
た
が
、

一
九
三
九
年
に
、
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
が
独
立
し
て
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和

国
と
な
っ
た
。

だ
が
、
一
九
四
四
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
わ
り
ご
ろ
、
ョ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
二
番
目
に
大
き
い
、
フ
ア
シ
ズ
ム
に
対
し
て
の
反
発
が
あ

っ

た
。
一
九
四
五
年
に
チ
エ
コ
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
は
再
建
さ
れ
て
、
社
会
主

義
の
国
に
な
っ
た
。

当
時
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
の
政
治
経
済
状
態
を
変
え
よ
う
と
す

る
大
き
な
試
み
は
、
一
九
六
八
年
、
プ
ラ
ハ
の
春
と
言
わ
れ
て
い
る
行

動
だ
っ
た
。
こ
の
動
き
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
・
ド
ウ
ツ
プ
チ
エ
ッ
ク

と
い
う
有
名
な
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
人
の
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、
全
体
主
義
制

度
を
打
ち
破
り
、
市
場
経
済
と
民
主
主
義
の
要
素
を
持
ち
こ
も
う
と
し

た
。
し
か
し
、
一
九
六
八
年
八
月
二

一
日
に
ソ
連
お
よ
び
同
盟
国
の
軍

隊
が
侵
攻
し
て
き
て
、
こ
の
努
力
は
実
ら
な
か
っ
た
。
一
九
八
九
年

一

一
月

一
七
日
に
、
ビ
ロ
ウ
ド
革
命
と
呼
ば
れ
て
い
る
行
動
が
あ
り
、
新

し
い
民
主
主
義
の
社
会
の
建
設
を
始
め
た
。
こ
の
革
命
に
よ
り
、
憲
法

に
の
っ
と
り
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
を
、
一
一
つ
の
独
立
し
た
国
、
チ
ェ

コ
共
和
国
と
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
共
和
国
に
分
立
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
出



て
き
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
三
年

一
月

一
日
に
、
新
し
い
ス
ロ
ヴ
ア
キ

ア
共
和
国
が
誕
生
し
た
。

ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
共
和
国
は
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
に
当
た
る
。

地
図
上
に
お
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
に
位
置
す
る
。
近
隣
国
は
、

西
は
チ
ェ
コ
で
、
南
西
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
南
東
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
東

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
北
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
広
さ

は
四
九

・
〇
三
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
国
土
は
ほ
と
ん
ど
山
で
、

八
〇
％
ぐ
ら
い
は
海
抜
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
岳
地
帯
で
あ
る
。
北
と

中
央
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
は
丘
陵
地
帯
で
あ
る
。
一
番
高
い
山
は
、
ハ
イ
タ

ト
ラ
ス
山
脈
の
グ
ル
ラ
ハ
山
で
、
海
抜
二
六
五
五
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
南

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
丘
陵
地
帯
を
下
る
と
、
大
事
な
農
業
地
帯
で
あ
る
ド

ナ
ウ
川
の
平
野
と
東
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
平
野
に
繋
が
る
。
ド
ナ
ウ
川
は

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
の
三
つ
の
国
を
流
れ

る
、
最
も
重
要
な
川
で
あ
る
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は
、
温
和
な
気
候
で
、

四
季
が
あ
る
。

ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
に
は
温
泉
、
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
ミ
ネ
ラ
ル

・
ウ

オ
ー
タ
ー
の
源
泉
が
沢
山
あ
る
。
そ
の
た
め
、
観
光
条
件
は
整
っ
て
い

る
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
は
、
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
の
美
し
い
自
然
が

あ
り
、
神
秘
的
な
山
脈
、
き
れ
い
な
湖
、
滝
と
広
い
高
原
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
人
口
は
約
五
三
五
万
人
で
、
そ
れ
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
二
〇
番
目
の
人
口
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
八
五

・
七
％
は
ス

ロ
ヴ
ア
キ
ア
人
で
、
残
り
は
、
他
民
族
の
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
、
チ
エ
コ

人
、
ジ
プ
シ
ー
な
ど
で
あ
る
。
六
〇

・
四
％
は
ロ
ー
マ
ン
カ
ト
リ
ツ
ク

教
で
、
あ
と
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
東
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
で
ギ
リ
シ
ャ
正

教
と
ロ
シ
ア
正
教
な
ど
で
あ
る
。
全
部
で
、
一
五
の
宗
教
が
あ
る
。
ス

ロ
ヴ
ア
キ
ア
は
八
つ
の
行
政
地
域
が
あ
り
、
首
都
は
プ
ラ
チ
ス
ラ
ヴ
ァ

で
、
約
四
五
万
の
人
口
が
あ
る
。

ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
は
、
有
形

・
無
形
の
価
値
の
あ
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
そ
し
て
、
豊
富
な
歴
史
的
文
化
財
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
古

い
歴
史
の
証
人
で
あ
る
魅
力
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
建
物
が
あ
る
。
私
た
ち

の
地
域
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
タ
イ
ル
と
状
態
の
歴
史
的
建
造
物
が
あ

る
。
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
の
円
形
建
築
物
、
聖
礼
の
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
建
造

物
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
バ
ロ
ツ
ク
様
式
の
荘
園
、
そ
し
て
各
時
代
が
産

ん
だ
い
ろ
い
ろ
な
建
築
様
式
の
町
の
大
き
な
部
分
が
そ
の
ま
ま
で
残
さ

れ
て
い
る
。
視
覚
芸
術
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
と
現
代
的
な
最
高
傑
作

が
あ
る
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
絵
画
の
歴
史
は
、
口
了
不
ス
ク
以
前
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
歴
史
で
は
、
文
学
も
重
要
な
位
置

を
占
め
て
い
た
。
九
世
紀
に
古
代
ス
ラ
ブ
語
が
標
準
語
と
し
て
使
わ
れ

て
か
ら
、
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
の
文
学
が
始
ま
っ
た
。

二

ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
は
独
立
し
た
国
と
し
て
、
と
て
も
若
い
。
そ
の
た
め
、

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
日
本
学
科
も
、
科
学
的
な
分
野
と
し
て
、
歴
史
は
短

い
。
社
会
主
義
の
時
、
日
本
語
を
勉
強
し
た
が
っ
て
い
た
人
は
、
チ
ェ

コ
の
プ
ラ
ハ
に
あ
る
カ
レ
ル
大
学
で
勉
強
す
る
機
会
し
か
な
か
っ
た
。



チ
ェ
コ
の
日
本
学
科
は
、
五
〇
年
以
上
の
長
い
歴
史
が
あ
る
。
レ
ベ

ル
は
非
常
に
高
く
て
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
有
名
で
あ
る
。
カ
レ
ル
大

学
で
日
本
語
、
日
本
史
、
日
本
文
学
、
日
本
言
語
学
、
日
本
語
辞
学
な

ど
を
卒
業
し
た
学
者
は
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
ど
ん
な
大
学
の
日
本
学
科
を

卒
業
し
た
人
に
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
。
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
か
ら

も
、
カ
レ
ル
大
学
で
日
本
学
を
勉
強
す
る
希
望
が
あ
る
研
究
者
が
チ
ェ

コ
に
来
て
い
る
。
そ
の
五
〇
年
間
の
間
に
は
、
カ
レ
ル
大
学
で
日
本
語

を
勉
強
し
た
人
数
は
多
い
。
特
に
優
れ
た
学
生
は
、
す
ば
ら
し
い
日
本

学
者
に
な
っ
て
い
る
。
博
士
を
取
っ
て
、
プ
ラ
ハ
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

で
研
究
を
続
け
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
プ
ラ
ハ
の
い
ろ
ん
な
大
学
で
日

本
語
を
教
え
た
り
、
他
の
チ
ェ
コ
の
町
で
日
本
学
科
を
設
立
し
た
り
、

外
国
の
有
名
な
日
本
学
科
で
自
分
の
研
究
を
広
げ
た
り
し
て
い
る
。

一
番
理
想
的
な
チ
ャ
ン
ス
は
、
も
ち
ろ
ん
、
卒
業
し
て
か
ら
日
本
で

日
本
学
の
研
究
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
大
勢
の
日
本
学
者
は

日
本
で
勉
強
す
る
機
会
を
探
し
て
い
る
。
日
本
語
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言

葉
か
ら
と
て
も
離
れ
て
い
る
言
語
な
の
で
、
自
分
の
国
で
い
く
ら
勉
強

し
て
も
、
な
か
な
か
完
壁
に
な
る
方
法
が
な
い
。
日
本
語
を
勉
強
し
て

い
る
人
は
、
た
と
え
日
本
で
日
本
学
の
研
究
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

と
し
て
も
、
何
年
間
か
は
日
本
語
の
知
識
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
す
ば
ら
し
い
日
本
語
を
話
せ
る
ョ
ー

ロ
ッ
パ
人
が
、
非
常
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
や
日
本
語
に

つ
い
て
の
適
当
な
知
識
が
あ
れ
ば
、
本
国
で
も
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

国
で
も
、
い
ろ
ん
な
仕
事
が
手
に
入
る
チ
ャ
ン
ス
が
で
て
く
る
。

た
と
え
ば
、
大
学
で
教
え
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
興
味
が
な
く
て
も
、
博

物
館
、
文
化
庁
、
外
務
省
な
ど
の
日
本
分
科
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
。

通
訳
の
仕
事
も
と
て
も
大
切
で
あ
る
。
最
近
は
、
全
世
界
の
国
は
、
お

互
い
に
近
づ
く
努
力
を
し
て
、
だ
ん
だ
ん
地
球
村
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
通
信
の
発
達
で

一
体
化
し
た
世
界
は
、
バ
ベ
ル
の
塔
み
た
い
な
言

葉
の
渾
沌
を
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
」遅
う
民
族
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
外
国
語
を
勉
強
す
る
こ
と
は
、
」ゝ
れ
か
ら
も

っ

と
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
一
般
の
人
が
み
な
言
葉
を
勉
強
す
る

と
い
う
こ
と
は
無
理
な
こ
と
な
の
で
、
通
訳
者
の
仕
事
は
議
論
の
余
地

も
な
い
ほ
ど
重
要
で
あ
る
。
特
に
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
人
に
と
っ
て
、
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
な
言
葉
の
知
識
は
め
ず
ら
し
い
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
だ

か
ら
、
日
本
語
の
研
究
は
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
で
最
近
人
気
が
増
し
て
い
る
。

他
の
分
野
は
、
文
学
の
翻
訳
で
あ
る
。
文
学
は
民
族
の
文
化
と
芸
術

の
大
切
な
部
分
だ
が
、
詩
か
小
説
を
原
書
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
人
は

少
な
い
。
翻
訳
者
の
責
任
は
、
原
書
の
も
と
で
、
あ
る
意
味
で
新
し
い
、

原
書
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
を
守
っ
て
い
て
、
な
お
か
つ
、
い
い
形
で
原

書
の
芸
術
的
な
美
を
も
表
し
て
い
る
作
品
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
世
界

の
文
学
に
と
っ
て
、
翻
訳
者
の
存
在
は
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

日
本
語
の
難
し
さ
は
、
数
え
切
れ
な
い
表
現
の
華
美
だ
け
で
は
な

く
、
特
に
重
要
な
問
題
は
漢
字
で
あ
る
。
ョ
ー
ロ
ッ
パ
人
が

「普
通
」

と
感
じ
る
言
葉
と
比
べ
る
と
、
日
本
語
の
勉
強
は
と
て
も
難
し
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
語
を
勉
強
し
よ
う
と
し
て

い
る
大
学
生
の
な
か
に
は
、
途
中
で
や
め
る
人
の
数
は
、
も
っ
と
簡
単



な
言
語
を
勉
強
し
て
い
る
人
と
比
べ
て
多

い
。

プ
ラ
ハ
の
カ
レ
ル
大
学
に
お
け
る
日
本
学
科
の
成
果
は
、
五
〇
年
間

の
歴
史
で
か
な
り
の
も
の
に
な

っ
た
。
大
学
の
図
書
館
は
専
門
的
な
本

が
溢
れ
て
い
て
、
い
ろ
ん
な
日
本
学
科
の
分
野
に
つ
い
て
の
書
類
が
見

つ
け
ら
れ
る
。
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
で
も
す
ば
ら
し
い
日
本
に
つ
い
て
の

研
究
材
料
が
あ
る
。
チ

ェ
コ
に
は
、
優
秀
で
有
名
な
日
本
学
者
、
通
訳

者
、
翻
訳
者
、
日
本
史
学
者
な
ど
何
人
も
い
る
の
で
、
チ

ェ
コ
の
日
本

学
科
は
進
ん
で
い
る
と
言
え
る
。
多
く
の
日
本
文
学
が
チ
ェ
コ
語
に
翻

訳
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
川
端
康
成
、
安
部
公
房
、
一二
島
由
紀
夫
、
武

田
泰
淳
、
谷
崎
潤

一
郎
、
芥
川
龍
之
介
、
大
江
健
三
郎
、
夏
目
漱
石
、
松

尾
芭
蕉
な
ど
の
作
品
で
あ
る
。
「源
氏
物
語
」
さ
え
も
う
チ

ェ
コ
語
に

な

っ
て
い
る
。

三

ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
日
本
学
科
は
、
チ

エ
コ
の
日
本
学
科
の
よ
う
に
、

社
会
主
義
の
時
に
設
立
さ
れ
た
。
で
も
、
そ
の
と
き
に
は
、
チ
エ
コ
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は

一
つ
の
国
だ

っ
た
の
で
、
日
本
語
を
勉
強
し
た
が

っ
て

い
た
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
人
は
プ
ラ
ハ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ウ
、
ロ

シ
ア
の
モ
ス
ク
ワ
な
ど
に
勉
強
し
に
行
く
し
か
な
か

っ
た
。
ブ
ラ
チ
ス

ラ
ヴ
ァ
の

一
番
有
名
な
大
学
は
コ
メ
ニ
ウ
ス
大
学
で
あ
る
。
コ
メ
ニ
ウ

ス
大
学
で
初
め
て
の
日
本
語
の
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
の
は

一
九
八
六

年
だ

っ
た
。
そ
の
年
に
は
、
日
本
語
を
勉
強
し
た
か

っ
た
ス
ロ
ヴ
ア
キ

ア
人
の
数
は
、
三
〇
〇
人
だ
っ
た
が
、
九
人
し
か
選
ば
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
九
人
の
な
か
か
ら
、
勉
強
の
途
中
で
四
人
が
試
験
に
落
ち
て
、
勉

強
を
や
め
た
。
卒
業
し
た
の
は
、
五
人
だ
つ
た
。
私
た
ち
の
コ
ー
ス
は
、

日
本
語
だ
け
で
は
な
く
、
英
語

・
日
本
語
、
通
訳

・
翻
訳
と
い
う
専
門

コ
ー
ス
だ
っ
た
。
卒
業
し
た
五
人
の
な
か
で
、
四
人
だ
け
が
日
本
語
の

研
究
を
続
け
て
い
る
。

去
年
、
コ
メ
ニ
ウ
ス
大
学
で
新
し
い
日
本
学
の
コ
ー
ス
で
勉
強
し
た

大
学
生
が
卒
業
し
た
。
ブ
ラ
チ
ス
ラ
ヴ
ァ
の
大
学
の
歴
史
で
、
そ
れ
は
、

二
番
目
の
日
本
語
の
コ
ー
ス
だ

つ
た
。
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
は
、
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
も
あ
る
。
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
東
洋
学
科
で
は
、
日
本
語
を
卒

業
し
た
研
究
者
は
、
博
士
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の

日
本
学
科
は
と
て
も
若
い
の
で
、
チ
エ
コ
の
レ
ヴ
ェ
ル
と
比
べ
ら
れ
る

ま
で
に
は
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
た
く
さ
ん
の
時
間
が
必
要
だ
と
思

わ
れ
る
。
若
い
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
の
日
本
学
者
は
、
日
本
で
勉
強
す
る
機

会
が
あ
れ
ば
、
一
生
懸
命
努
力
し
、
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
の
自
分
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
選
ば
れ
た
分
野
の
研
究
に
投
資
す
れ
ば
、
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア

の
日
本
学
科
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
水
準
に
達
す
る
と
信
じ
て
い
る
。

日
本
文
学
で
、
ス
ロ
ヴ
ア
キ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、
あ

ま
り
な
い
。
最
初
に
≦
Ｆ
９
△
″
⊆
ド
と
い
う
日
本
学
者
は
、
川
端
康

成
の

「眠
れ
る
美
女
」
、
「
雪
国
」
３
●
】”８
″
需
要
”ｏｏし
Ｒ
圏
ュ
■
一Ｆ
Ｐ

ｏ
３

一Ｆ
Ｆ
２

●
こ
ざ

し

な

ど

を

翻

訳

し

、
二
人

目

の

パ
興
）】
困
⊆
只

＞
と

い
う
日
本
学
者
は
、
三
島
由
紀
夫
の

「潮
騒
」
と

「愛
の
乾
き
」
を
翻

訳
し
た

（”
Ｌ
Ｏβ
∽
ヨ
＆
Ｂ
Ｆ
∽５
も
３
房
〓＆

〓
こ
８
し
。
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し
か
も
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
で
日
本
文
学
を
研
究
す
る
た
め
、
日
本

の
大
学
に
留
学
し
た
の
は
こ
れ
ま
で
三
人
し
か
い
な
い
。
一
人
目
が

一

九
九
二
年
か
ら
、
一
年
半
大
阪
大
学
に
留
学
し
た
で
Ｅ
”
Ｓ
ミ
ｒＺ
六
で

あ
る
。
彼
は
、
古
典
を
学
び
、
昨
年

一
九
九
九
年
六
月
に
紀
貫
之
に
関

す
る
「因
Ｈ
Ｚ
Ｏ
Ｑ
冒
Ｃ
■
日
∩
こ
．８
８
∽ａ

ｇ
ＯヽＬ
百

″
ｏ″
日
旨
・Ｎ
巨
３
一ｏ澪
こ

」．８
８
，
こ
Ｂ
＆
こ
と
い
う
論
文
を
発
表
し
た

合
目
≦
ヨ

リ
耐
Ｈ
Ｑ
詢
』

ｒ
】目
ｄ
″
＞
Ｈ
Ｃ
”
く

いヽ

も
。
∽
【ｏ
バ
】
鼻
ｑ

∽ｏ
ｏ
【ｏ
オ
一
”ｏ
澪
ド
０
算
ユ
ｏ
く
ｏ
日
ε
ｏ
Ｏ
澪
こ

】庁
””言
じ
。
在
学
中
は
、
「源
氏
物
語
」
も
勉
強
し
て
い
た
。

二
人
目
が
〓
注
こ
昌
］ｒ
お
四
カ
ｏ
く
＞
で
あ
る
。
彼
女
は

一
九
九
五
年

か
ら

一
九
九
七
年
ま
で
北
海
道
大
学
で
三
浦
綾
子
の
小
説
の
研
究
を
し

て
い
た
。
特
に
、
日
本
の
文
学
の
中
で
キ
リ
ス
ト
教
が
ど
の
よ
う
に
受

容
さ
れ
て
い
る
か
に
興
味
が
あ
り
、
三
浦
綾
子
を
と
り
あ
げ
、
そ
し
て
、

そ
の
短
編
を
翻
訳
し
た

（と
キ
ｏ
〓
”日
Ｐ
＞
∽一“
０
こ
ｏ日
ヽ
０
，
ュ
Ｆ
ｅ

●
０〇一
〓
∽〓
日
・男
い
く
ｄ
日
∽
く
口
Ｈ
Ｏ
く
口
『
ｒ
【↓
口
″
≧
『Ｃ
ガ
К
いヽ
Ｏ
Ｐ
∽
ざ
バ
当
甕
颯

∽●
ｏ
ざ
″
●
８
こ
Ｒ
ド
お
ざ
く
Ｅ
Ｂ
Ｌ
ｏｏ″
こ
〓
お
●
ョ
●
↓
。

三
人
目
が
私
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
か
ら

一
九
九
五
年
ま
で
北
海
道

大
学
で
、
主
に
近
代
文
学
を
勉
強
し
た
。
北
海
道
大
学
に
行
く
前
に
、

安
部
公
房
の
「無
関
係
な
死

・
時
の
崖
」
と
い
う
短
編
集
か
ら
、
「夢
の

兵

士

」
を

翻

訳

し

た

（パ
３

ｏ
＞
Ｆ

ψ
∽
８

●

く
こ
キ

・
ョ
お
目

崚

ｏ
巴

Ｓ

已

ｒ

一し
い）。
帰
国
後
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
東
洋
学
科
で
近

代
文
学
と
、
日
本
神
道
に
つ
い
て
の
研
究
を
す
す
め
た
。
そ
の
際
、
吉

本
ば
な
な
の

「キ
ッ
チ
ン
」
の
一
部
と
俵
万
智
の
「も
う

一
つ
の
恋
」
、

「サ
ラ
ダ
記
念
日
」
を
翻
訳
し

（”
彗
彗
”
ぢ
∽一日
０●

パ
ｇ
ご
ｇ
・〓
”ュ

♂

■

弩

”
一
パ
く
８

●

８

∽
Ｆ

Ｆ
諄

墨

ご

ヽ
Ｃ

Ｎ
計

目

お

い
ヽ

じ

、

ま

た

、

「
チ

ョ

コ
レ
ー
ト
革
命
」
の
い
く
つ
か
の
詩
も
翻
訳
し
た

（〓
３
一
♂
■
●【Ｒ

０
２
π
〉】Ｒ
ざ
く
”
【ｏ
く
ｏ
ピ
ユ
Ｐ
”
Ｕ
く
ｄ
国

∽
く
同
↓
Ｏ
く
日
『
ｒ
『
国
”
＞
『
ｑ
”
く
い
０
あ
。

∽
７

８
∽ご

紹
〓

Ｊ

肇

巨

静

７

目

静

澤

≡

”８

日
Ｑ
）
。

そ

の
後

一

九
九
八
年
か
ら
、
大
阪
大
学
の
国
文
学
研
究
室
に
所
属
し
、
近
代
文
学

の
研
究
を
続
け
て
い
る
。
特
に
、
安
部
公
房
の
小
説
に
焦
点
を
あ
て
研

究
し
て
い
る
。
博
士
論
文
も
彼
の
作
品
に
つ
い
て
書
く
予
定
で
あ
る
。

私
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
書
か
れ
た
日
本
の
作
品
に
興
味
が
あ
り
、

新
田
次
郎
の
「だ
っ
ぺ
の
歌
」
と
い
う
短
編
も
翻
訳
し
た
（∪
Ｌ
８
Ｚ
一目
¨

Ｎ
ｏ
≦
Ｌ
ｏ
く
ｏ
げ
毬
口
ρ
ガ
』
く
Ｃ
日
∽
く
日
弓
Ｏ
く
同
『
Ｅ
Ｈ
口
″
占
【
澤
メ

∽
ざ
≦
】
娑
彙

∽Ｂ

”舞

０
お
こ
ａ
営
ｏ
一２

目

こ

０
０
″
■

静

『ヽ
ョ

颯

は
３

）
。

今

後

、

安

部

公

一房

の

「
砂

の
女

」
も

ス

ロ
ヴ

ァ
キ

ア
語

に
翻

訳

し

た

い
と

考
え

て

い
る
。

含
苺
ｒ
昇

αヽ？
ヽ
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


